
　　　　　　　
青山荘入所前調査票

                                                                             作  成  日　平成21 年 5月 8日　 

     　                                                           

	入所希望者
	氏名　大下　良悦　様　　　　　男　女　　　昭和24年5月 13日生（60歳）

	
	住所　八戸市田面木外久保50-3            電話　 

	相談者（保護者）
	氏名　大村　まり子　様    　       　　　続柄　妹 

	
	住所 八戸市大字類家字堤端161    電話   0178－44-2894（自宅）

090-1371-0994（携帯）

	病　名
	統合失調症
	合併症
	特になし

	検査所見
	ワ氏（－）Hb（－）Hcv（－）
	身長・体重
	172.5cm　　 53.0kg

	発症時期
	H1年頃　（ 39歳時）
	罹患期間
	約 19年

	入院回数
	3回
	延べ入院年数
	4年5ヶ月

	医療機関
	青南病院（川端 医師）
	外来受診日
	1回/  1週間（水曜日）

	医療区分
	国保（＊入所後手続きを行う）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	 1級

	経済基盤
	障害基礎年金

	最終学歴
	八戸工業大学第一高等学校定時制
	免許・資格
	特になし

	職　　歴
	八戸市大学堂薬局（7年2ヶ月）　田島モータース（2年）

入谷モータース（7年1ヶ月）

	治療経過要約

	期　　間　　　　　　　　　入院・通院　　　　医療機関名　　　　　病名

１.H13年12月　　　　　　　　　　　　　通院　　　　　八戸市立市民病院　　　統合失調症

２.H13年12月～H14年9月　　　　　　　入院　　　　　　　青南病院　　　 　　統合失調症

３.H16年3月11日～H16年4月　　　　　入院　　　　　　　青南病院　　　　 　統合失調症

４.H17年11月～H21年現在　　 　　　　 入院　　　　　　　青南病院　　　　　 統合失調症

	家族構成
	家族状況

	



	· 本人、40歳代の頃父死去（62歳）する。

· 保護者は、大村まり子様（妹）となっている。

· 兄弟に連絡をとることやお盆・正月等お互いの家を行き来することはない。
· 弟は、八戸市民病院精神科通院中（病名不明）であり、さらに、股関節骨折により杖歩行となっている。
· 生活費について、今後は、本人は年金、母・弟は生活保護を受給して生活をする。

	

S24出世



<経過>

◇発病までの生活歴
　八戸市にて同胞6名第1子として出生。八戸工業大学第一高等学校の定時制を卒業後は薬店に就職する。しかし、人間関係のトラブルから7年で退職し、しばらく自宅で引きこもる生活を送る。その後、看板屋2年、バイク店2年、別のバイク店住み込み7年と職を転々とする。自宅では、母親や弟の代わりに家事を行うこともあった。　
◇発病時の様子
本人40歳時より人に会うのが面倒になり、次第に誰とも口をきかなくなる。また、自ら「心の病気だ。」と話していた。H12.3.20（51歳時）、酔って自転車に乗っていた際に、飲酒運転の車と接触事故を起こし、頭部を打撲するが検査等はせずにいた。しかし、それ以降記憶力が低下し耳鳴りも出現する。家族に対しても「何か聞こえないか」と訴えることもあった。

H13より生活保護を受給しているが、支給されたお金で飲酒し家族に対して暴言を吐くことがあった。生活が乱れ、食事は1日1回で昼夜逆転していたことから、家族が受診を勧め本人も治療を希望し、H1312.26八戸市民病院を受診する。その際、意欲減退・思考のまとまりの無さ・抑うつ気分を訴えていた。
◇入院時の様子
・1度目の入院（52歳）～退院後の生活
H13.12.26八戸市民病院を受診するが、翌27日に飲酒し夜中に突然「死神が来る」「肺に穴があいている」「このままだと一家心中だ」等と叫び始めた為、H13.12.28再受診し、入院加療を希望するが満床のため、当院を紹介され同日受診し、入院となっている。

退院後は、デイケアへ通所するが、H15.2に母親が心筋梗塞で倒れた為世話をしていた。また、同居している弟も精神科へ通院し、さらに膵炎や糖尿病を患っていることから、家族の中心となって面倒をみていた。秋頃、酒臭をさせてデイケアへ来る事や外出時に飲酒し自宅へ帰ってくることもあった。同時期にスーパーにてタバコ等の万引きをして警察に保護される。家族にお金があるのになぜ盗んだのかと問いただされても「すまない」と謝るだけであった（万引きの件は、本人にも言わないで欲しいし出来ればスタッフへも話したくないと弟様は話していたが、今後の治療や社会復帰訓練等をしていく上で有効な情報であることからスタッフ間で共有したいと説明し、口外しないことと本人へも話しを切り出さないことを約束し了承を得ている）。

・2度目の入院（55歳）
H16.2月下旬より、物忘れが激しくなり話し掛けにも上の空となる。行動にも落ち着きがなく、自宅内を立ち歩くことや食べ物を口いっぱいに詰め込むことがあった。また、お金を持っているのにも関わら

	　ず弟のタバコを隠れて取ったりすることがあり、本人の様子がおかしいとのことから、H16.3.27家族同伴で当院受診する。H16.3.31再受診し、同日任意入院となる。しかし、H16.4.7弟より電話の対応の悪さ・治療に対する不満・面会時のスタッフの対応への不満から退院させたいと希望があり、同日退院となる。

　退院後は、自宅に戻り通院とデイケア通所を継続するが、表情の硬さや行動の落ち着きのなさ、デイケアへの遅刻・欠席、衣類の汚れ・体臭が目立つようになる。H17.2頃より、身体に擦過傷・切り傷が見られるようになり、理由は弟に殴られたとのこと。また、デイケア内での飲酒、同じ動作の繰り返し、会話のまとまりのなさ、居眠りが多く見られるようになる。同時期より、弟よりデイケアに頻繁に電話連絡が入るようになり、自宅での本人の様子や「兄をぶったたいてやってください」「車をパンクさせてやる」「今から包丁を持って刺しに行ってやる」等の暴力的な発言が聞かれるようになる。
・3度目の入院（56歳）～現在（59歳）

　H17.10.28弟のタバコを無断で吸ったことでケンカになり、暴力（杖で殴られる等）を受け、その後自宅に帰らずに野宿をしていた。H17.10.31空腹とお金を所持していないことからスーパーにてお弁当を万引きし、連絡を受けた八戸市生活福祉課担当者に一時保護される。翌日、生活福祉課担当者と共に当院受診し、自ら入院加療を希望し入院となっている。

　日中は、自室で過ごし他者との交流は殆どみられなかったが、生活リズムは安定しておりプログラムにも参加しているが、認知機能の低下から記憶することが苦手であり、スタッフへの確認行為みられている。服薬管理については問題なく行うことができている。

現在、病識・病感はなく、活動性の低下がみられている。また、病状に多くな変化はないが、症状悪化時には、落ち着きの無さや思考停止がみられ他者の介入を要している。

◇再燃・症状悪化の様子、経緯
退院後、自宅に戻り通院とデイケア通所を行うが、飲酒や弟の暴力から行動の落ち着きの無さ、会話のまとまりの無さ等みられ入院加療を行うこととなっている。

	病棟での生活状況

	服薬自己管理は問題なく行うことできており、身の回りのことも一通りできているが、時折、行動が静止してしまうことがある為、声掛けを要している。余暇は、テレビを観たりラジオを聴いたりして過ごしている。他者とはトラブルなく生活することができている。

	現在の処方

	1） リスペリドン（1）　　4T

タスモリン　（1）　　2T

2） エスタゾラム（2）　　2T

リスペリドン（1）　　2T

ロンフルマン（0.25） 1T

	相談までの経緯

	山田PSWからの紹介

	家族構成
	氏　名
	続　柄
	年齢
	住　所
	世　帯

	
	大下キエ様
	母
	83
	八戸市田面木外久保50-3
	同

	
	大下まり子様
	妹
	56
	八戸市類家堤端161
	否

	
	熊谷昇様
	弟
	54
	
	否

	
	山下とも子
	妹
	52
	八戸市是川市営住宅
	否

	
	細越三津子
	妹
	50
	
	否

	
	大下健治
	弟
	47
	八戸市田面木外久保50-3
	同

	その他の特記事項

· 自己評価が高く、何事にも「できます」「困ったことはありません」と話すため、できない部分についてはその都度介入する必要がある。

· 認知能力の低下がみられるため、繰り返し本人と確認したり伝えたりすることが必要である。

· 身の回りのことは一通りできるが、行動や思考が静止してしまうことがあるため、その都度介入する必要がある。

	平成21年5月8日　

〒039-1104　八戸市大字田面木字赤坂35-35

精神障害者生活訓練施設　　青山荘

TEL/FAX：0178-27-6638

社会復帰指導員　　　　　 向　奈津美　　㊞


八戸市在住





S40（15歳）


八戸工業大学第一高等学校　入学





S44（18歳）


八戸工業大学第一高等学校　卒業








Ｈ13（52歳）


八戸市立市民病院


通院





S53（29歳）


村田工芸社　入社





S56（31歳）


入谷モータース　入社





本人





Ｈ13（52歳）


青南病院入院











S51（27歳）


田島モータース　入社








S44（18歳）


八戸大学堂薬局


入社





八戸市在住（保護者）


大村まり子様








Ｈ17（56歳）


青南病院入院





八戸市在住














Ｈ16（55歳）


青南病院入院











（83）





青山荘　事前調査記録4
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